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川と水の未来を見勝め鷺
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　現在、信濃川左岸地区（川西側）では、東日本旅客鉄道株式会社

（以下「J　R」といいます）の信濃川発電再開発事業が進められて

います。十日町市ではこの再開発事業が発表されて以来、市の将来

における水利用に不利益が生じないようにと当時の国鉄と話し合い

を進め、昭和59年8月新潟県の立ち会いのもと覚書を結びました。

　また、水路トンネルが通過する左岸地区でも60年7月、工事に起

因するさまざまな問題について市の立ち会いのもと覚書を結びまし

た。

　以来、工事は進められてきましたが、話し合いが煮詰まらない部分

があるため、J　Rに対し「次に予定されている工事を休止するよう」

にと今年の3月13日、市と吉田地区国鉄信濃川発電対策協議会は連

名で申し入れを行い、地域の将来に禍根を残さないため住民と行政

が一体となってJ　Rと折衝を続けてきました。

　この結果、去る10月22日、市役所において県の金子副知事をはじ

めとする関係者の立ち会いのもと確認書が調印されました。

　今回はこの内容とともに、「川と水」についてお知らせします。

⑲J　Rと確認書に調印　①～③

⑫「リゾート推進協議会」発足へ

麟「まちづくり懇談会」に参加を
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調
印
が
終
わ
り
握
手
す
る
、
左

か
ら
増
本
所
長
、
金
子
副
知
事
、

丸
山
市
長
、
斉
木
会
長
の
四
氏

確
認
書
は
5
項
目

　
　
誠
意
を
も
っ
て
実
現
に
あ
た
る

確
認
書
の
調
印
に
は
、
市
側
か
ら
丸

山
市
長
、
近
藤
助
役
が
、
吉
田
地
区
対

策
協
議
会
側
か
ら
斎
木
会
長
が
、
J
R

側
か
ら
増
本
所
長
、
川
名
室
長
が
出
席
。

三
者
そ
れ
ぞ
れ
が
確
認
書
に
署
名
捺
印

し
ま
し
た
。

ま
た
立
ち
合
い
人
と
し
て
金
子
副
知

事
、
須
藤
県
議
、
樋
口
市
議
会
議
長
な

ど
が
出
席
。
署
名
捺
印
後
、
代
表
し
て

金
子
副
知
事
か
ら
、
　
「
今
日
、
具
体
的

事
項
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
た
。
確
認
書

に
基
づ
い
て
J
R
の
工
事
が
順
調
に
進

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
十
日
町
市
に
お

い
て
は
新
十
日
町
大
橋
の
建
設
、
克
雪

用
水
の
確
保
、
流
雪
溝
の
建
設
な
ど
、

克
雪
都
市
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
た
い
」

と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

確
認
書
の
内
容
は
左
の
と
お
り
①
一

・
八
二
七
立
方
㌶
の
通
年
取
水
②
流
雪

溝
用
水
の
送
水
中
継
地
点
③
工
事
に
よ

っ
て
予
想
さ
れ
る
左
岸
地
区
の
水
対
策

な
ど
、
五
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
工
事
が
再
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　　　　　　確　　認　　書

　十日町市長丸山尚政（以下「甲」という）及び吉田地区

国鉄信濃川発電対策協議会長斎木正義（以下「乙」という）

と＼東日本旅客鉄道株式会社信濃川工事事務所長増本治夫

（以下「丙」という）は，昭和62年3月／3日付の申し入れ

事項について．次のとおり合意したことを確認する。

／　覚書第／項において．甲が優先利用することとされて

　いる笛秒1．827m3の水利権については，将来建設省の許

　可条件が整い次第通年取得するものである。

　　この場合において．丙の施設管理に重大な影響がある

　場合は，別途甲と丙で協議する。

2　丙の施設から分水し送水する地点は，甲が流雪溝整備

　計画において選定する送水中継地点を尊重する。

3　丙は＼左岸地区の水対策にあたり，過去の経緯をふま

　え￥本工事に起因する生活用水，かんがい用水，融消雪

　用水等の水対策について＼横坑湧水の利用，ため池等の

　活用をはかるものとする。

　　この場合において＼丙は地元関係者の要望を十分尊重

　のうえ詳細を決定し，責任をもって対処する。

4　丙は，士捨場の選定及びこれに関連した整備等にあた

　っては，その万法．経賛負担の詳細について＼関係住民

　と十分協議のうえ＼納得のできる方法で責任をもって対

　処する。

5　以上4項目について甲、乙及び丙は誠意をもって実現

　にあたる。

　　また、前各項に定めのない事項及び詳細事項について

　は，その都度誠意をもって甲，乙及び丙が協議してこれ

　を定めるものとする。
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確
認
書
に
基
づ
い
た
補
償
・
対
策

今
後
の
左
岸
（
安
養
寺
、
姿
、
吉
田
）

地
区
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
先
に
結
ん

だ
覚
書
お
よ
び
今
回
調
印
し
た
確
認
書

に
基
づ
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
J
R
と
話
し
合
い
を
行
い
な
が
ら
、

補
償
の
具
体
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
工
事
完
了
後
も
信
濃
川
を
と

り
ま
く
環
境
や
左
岸
地
区
の
水
量
の
変

化
を
把
握
す
る
た
め
、
各
種
調
査
を
継

続
し
、
自
然
環
境
の
保
全
や
補
償
対
策

に
責
任
を
も
っ
て
対
処
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

64
年
秋
に
完
了
、

　
　
取
水
開
始
は
65
年
の
予
定

十
一
月
十
二
日
に
浅
河
原
地
内
で
起

工
式
が
行
わ
れ
、
年
内
中
に
吉
田
北
部

の
樽
沢
と
稲
葉
に
お
い
て
水
路
ト
ン
ネ

ル
に
通
じ
る
横
坑
工
事
が
始
ま
り
、
ま

た
随
時
水
路
ト
ン
ネ
ル
工
事
も
進
め
ら

れ
ま
す
。
本
体
工
事
は
六
十
四
年
の
秋

ご
ろ
に
完
了
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
え
ん
て
い

　
一
方
、
こ
の
冬
に
は
宮
中
堰
堤
の
魚

道
の
改
修
工
事
も
行
わ
れ
、
最
低
放
流

量
が
現
在
の
毎
秒
二
二
八
立
方
材
か

ら
将
来
の
毎
秒
七
立
方
癖
へ
と
変
わ
る

た
め
の
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

実
際
に
最
低
放
流
量
毎
秒
七
立
方
㌶

が
実
現
す
る
の
は
、
J
R
が
新
た
な
取

水
を
開
始
す
る
六
十
五
年
の
予
定
で
あ

り
、
そ
の
と
き
に
は
実
際
の
放
流
量
が

常
時
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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擬
灘
鍛
儀
灘
川
”
の
水
は
、
再
び
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て

開
雛
懇
難
．
鐵
難
社
会
の
汰
め
に
設
塾
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
｛
灘
．
蓮
鋤
流
域
に
住
藤
懸
繍
仁
蓬
③
て
信
濃
川
は
ま
さ
縫
醤
な

る
川
で
あ
り
．
こ
れ
か
ゐ
懸
灘
還
鞭
懸
み
を
も
た
ら
媛
護
羅
れ
る
に

ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
こ
の
地
に
住
み
継
嚢
雛
鍵
慧
礫
．
あ

ら
た
め
て
こ
の
母
な
る
川
を
見
つ
め
な
が
ら
、
そ
の
麟
刹
用
懇
簾
剣

に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

公
共
の
資
産

発
電
用
水
と

母
な
る
信
濃
川

信
濃
川
の
水

　
天
の
水
、
母
な
る
川
と
い
わ
れ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
に
、
川
と
そ
の
水
は
公
共
の
資
産
で

す
。
そ
こ
で
、
河
川
に
流
れ
る
水
を
利

用
す
る
に
は
多
く
の
人
の
利
益
を
考
え
ノ

て
行
う
必
要
が
あ
り
、
一
方
洪
水
か
ら

私
た
ち
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
の

改
修
工
事
等
は
国
土
全
体
の
こ
と
を
考

え
な
が
ら
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
国
は
「
河
川
法
」
と
い

う
法
律
を
定
め
て
河
川
の
総
合
的
な
管

理
を
行
っ
て
お
り
、
十
日
町
地
域
の
信

濃
川
に
つ
い
て
は
建
設
省
が
直
接
担
当

し
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
信
濃
川
の
水
利
用
に

つ
い
て
は
建
設
省
の
許
可
が
必
要
で
あ

り
、
市
や
市
議
会
だ
け
で
決
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
た
ち
十

日
町
市
民
も
信
濃
川
の
水
の
恩
恵
を
受

け
る
べ
き
一
人
ひ
と
り
で
あ
る
と
い
う

立
場
か
ら
、
地
域
の
現
在
と
将
来
の
水

に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
J
R
は
建
設
省
の
許
可
を
得

て
宮
中
か
ら
最
高
で
毎
秒
一
六
七
立
方

揖
の
発
電
用
水
を
取
水
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
宮
中
地
点
で
毎
秒
一
六
七
立

方
材
の
水
量
が
な
い
時
期
は
そ
の
全
部

を
取
水
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
下

流
に
毎
秒
二
二
八
立
方
屑
は
放
流
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
信
濃
川
発
電
再
開
発
計
画
は
、

現
在
毎
秒
工
ハ
七
立
方
材
以
上
流
れ
て

い
る
時
期
の
水
を
さ
ら
に
毎
秒
一
五
〇

立
方
眉
を
限
度
と
し
て
取
水
し
、
発
電

量
を
増
や
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
そ

し
て
、
下
流
に
は
少
な
く
と
も
毎
秒
七

立
方
屑
が
放
流
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　

こ
の
よ
う
に
、
J
R
が
新
た
に
一
五

〇
立
方
㌶
の
取
水
を
す
る
と
、
十
日
町

の
信
濃
川
に
流
れ
る
最
も
少
な
い
水
量

が
今
ま
で
の
三
倍
程
度
に
増
え
る
一
方
、

年
間
に
流
れ
る
総
水
量
は
今
ま
で
の
お

お
よ
そ
半
分
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の

十
日
町
市
の
水
利
用

　
今
回
、
J
R
と
の
間
で
十
日
町
市
が

発
電
用
水
に
優
先
し
て
通
年
取
水
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
毎
秒
一
・
八
二
七

立
方
材
の
水
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
現
在
利
用

し
て
い
る
水
も
含
め
て
全
市
的
な
視
点

で
将
来
の
水
利
用
計
画
を
つ
く
り
、
こ

の
具
体
的
な
利
用
方
法
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　
当
面
は
、
毎
秒
一
・
八
二
七
立
方
屑

の
水
を
十
二
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
流

雪
溝
用
水
に
利
用
す
る
目
的
で
、
許
可

を
得
て
水
利
権
を
取
得
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
使
用
す
る
目
的
と
利

用
計
画
が
明
確
に
な
っ
て
は
じ
め
て
水

利
権
は
取
得
で
き
る
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
上
水
道
・
農
工
業
用
水

な
ど
の
利
用
計
画
を
明
確
に
し
、
目
的

別
に
水
利
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
水
道
水
に
つ
い
て
は
、
将
来
信
濃
川

の
表
流
水
を
利
用
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
七
十
年
に
は
平
均
す
る
と

毎
秒
○
・
二
立
方
層
の
水
が
必
要
に
な

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
農
工
業
用
水
を
は
じ
め

十
日
町
市
の
将
来
を
潤
す
さ
ま
ざ
ま
な

用
途
の
水
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
建
設

省
と
話
し
合
っ
て
い
き
ま
す
。

信濃川発電再開発事業
　
J
R
は
新
幹
線
お
よ
び
首
都
圏
な
ど

の
動
力
源
と
し
て
、
神
奈
川
・
川
崎
火

力
発
電
所
と
信
濃
川
水
力
発
電
所
（
千

手
発
電
所
、
小
千
谷
発
電
所
）
の
発

電
力
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
千
手
発
電
所
は
昭
和
六
年

年
か
ら
＋
九
年
に
か
け
て
第
一
．
二
！

期
事
業
と
し
て
、
小
千
谷
発
電
所

は
＋
九
年
か
ら
四
＋
四
年
に
か
け
／

て
の
第
三
・
四
期
事
業
と
し
て

赫
難
ガ
擁
メ

ま
た
川
崎
火
力
発
電
所
第

二
号
機
の
老
朽
廃
止
に
よ

る
電
力
不
足
に
対
処
す

る
た
め
、
第
五
期
事
業

と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
水
路
ト
ン
ネ
ル

の
延
長
約
二
十
六
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本調整池

　小千谷市

余旅路聖杢口

鱒鰹癩繊蓬』蒙

／　　　　　　　　　　　隅モ購榊，

菰蓬管路

騨
小予谷発電所

呂
禦
静

ロ
ロ
　
　
　
電

キ
。
材
、
二
十
万

キ
覧
．
を
発
電

し
ま
す
。

図要概画計

＼　　　ノ
宮中藤ト、宮蝉水・

浅河原調整池

　　　畿

騰

　　　　　　　　　　分水薬
中里村　水路トンネル

　　　　　11・2期1

＼　　　＋目町市

川西町

翻　　　　　　下手発電所

氷脇ン読
　（3・4期）

濃
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昭和62年11月10日3とおガ夢3



「
推
進
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本

　
十
月
二
十
三
日
、
六
日
町
役

場
で
「
十
日
町
市
・
魚
沼
・
東

頸
城
地
域
リ
ゾ
ー
ト
構
想
の
今

後
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
打
合

わ
せ
会
議
」
が
開
か
れ
、
県
の

「
特
定
地
域
」
に
選
定
さ
れ
た

十
四
市
町
村
長
と
各
議
会
議
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
丸
山
十
日
町
市
長

が
、
　
「
リ
ゾ
ー
ト
構
想
は
長
期

間
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
完

成
後
は
日
本
一
の
リ
ゾ
ー
ト
地

を
目
ざ
し
た
い
。

　
各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
密
接
に

結
合
し
、
一
体
と
な
っ
て
円
滑

に
整
備
を
進
め
る
た
め
に
関
係

義
一
－
一
一
四一

会
』
発
足
へ

の
リ
ゾ
ー
ト
地
を
目
ざ
し
て

市
町
村
、
事
業
者
等
で
構
成
す

る
推
進
協
議
会
を
発
足
さ
せ
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
十
日
町
市
（
事
務

局
）
か
ら
協
議
会
設
立
の
必
要

性
、
組
織
の
骨
子
、
協
議
会
の

運
営
、
設
立
総
会
の
日
程
等
に

つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
、
協
議

に
入
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
協
議
会
の
名
称

は
「
十
日
町
市
・
魚
沼
・
東
頸

城
地
域
リ
ゾ
ー
ト
構
想
推
進
協

議
会
」
に
決
ま
り
、
会
員
は
十

四
市
町
村
長
お
よ
び
各
議
会
議

長
、
関
係
諸
団
体
の
代
表
、
参

画
民
間
企
業
の
代
表
と
な
り
ま

譲

し
た
。

　
さ
ら
に
、
顧
問
に
三
区
・
四

区
選
出
の
衆
議
院
議
員
お
よ
び

県
選
出
の
参
議
院
議
員
、
当
地

域
選
出
の
県
議
会
議
員
を
、
ま

た
参
与
に
関
係
国
・
県
出
先
機

関
の
長
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
設
立
総
会
は
十
一
月
九
日
、

ク
ロ
ス
m
に
決
ま
り
、
発
足
と

同
時
に
リ
ゾ
ー
ト
構
想
実
現
に

向
け
て
十
四
市
町
村
が
一
体
と

な
っ
た
活
動
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
（
設
立
総
会
の

内
容
は
市
報
H
月
2
5
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
）

・…萎illi…嚢嚢…萎……lii難ii萎li

　　　灘iiiiii萎嚢
鐵iiiiiiiiiliil……≦

騨 　
　
　
　
　
十
二
月
五
日
ω
、

　
　
　
　
六
日
㈹
と
ク
ロ
ス

　
す
　
　
1
0
を
会
場
に
「
第

　
で
　
　
七
回
克
雪
フ
ェ
ア
一

ア
が
開
か
れ
ま
す
が
、

　
工
　
　
今
年
は
合
わ
せ
て

フ
「
健
康
づ
く
り
フ

輯
目
h
ワ
ェ
ア
」
を
行
い
ま

克
く
す
．

回
づ
　
こ
の
タ
ィ
ァ
・

7
康
プ
は
、
健
康
で
雪

第
健
に
強
い
ま
ち
づ
く

ま
　
　
り
を
目
ざ
す
も
の

ぼ6
で
す
．
雪
と
闘
い
、

　
●
　
　
ま
た
雪
と
親
し
む

尾
U
た
め
に
も
日
ご
ろ

／の
▲
　
　
か
ら
の
健
康
．
体

『
層
　

力
づ
く
り
は
欠
く

　
　
　
　
こ
と
が
で
き
ま
せ

　
　
　
　
ん
。

　
テ
ー
マ
は
「
め
ざ
せ
克
雪
・

つ
く
ろ
う
健
康
」
。
ぜ
ひ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
内
容

は
市
報
1
1
月
2
5
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
5
日
圏
園
囹

　
■
記
念
講
演
会
甘
講
師
・
正

司
歌
江
さ
ん
「
明
日
に
生
き
る

ー
　
笑
い
と
涙
と
希
望
の
人

生
ド
一
フ
マ
」

　
■
「
健
康
づ
く
り
」
優
秀
標

語
・
優
秀
弁
当
の
発
表
、
表
彰

　
5
・
6
日
園
困

　
「
克
雪
」
展
示

　
■
屋
根
雪
処
理
技
術
■
小
型

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
■
大
型
除

雪
機
械
昌
取
新
鋭
歩
道
除
雪
機

械
■
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
■
雪
対

策
関
係
パ
ネ
ル

　
「
健
康
づ
く
り
」
展
示

　
■
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
5
日
）

ー
健
康
、
歯
科
、
栄
養
、
保
健
薬

　
■
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
5
・
6

日
）
”
優
秀
弁
当
、
季
節
の
料

理
、
成
人
病
予
防
パ
ネ
ル

5
．
6
日
圏
国
圖

　
■
チ
ビ
ッ
コ
・
コ
ー
ナ
ー

（
6
日
）

　
■
体
力
測
定
・
診
断
・
体
力

挑
戦
コ
ー
ナ
i
（
5
・
6
日
）

　
■
克
雪
施
設
見
学
ッ
ア
i

（
6
日
）

　
■
積
雪
深
予
想
コ
ー
ナ
i

（
5
・
6
日
）

　
■
克
雪
住
宅
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
5
・
6
日
）

　
■
各
種
抽
選
会
（
6
日
）

灘難

娠県議避14市町村の関係者が出席

14

市
町
村

　
▼
十
日
町
市
、

中
魚
沼
目
▼
津
南

町
▼
川
西
町
▼
中

里
村
、
北
魚
沼
h

▼
川
口
町
▼
堀
之

内
町
▼
小
出
町
、

南
魚
沼
“
▼
塩
沢

町
▼
六
日
町
▼
大

和
町
、
東
頸
城
ー

▼
安
塚
町
▼
松
代

町
▼
松
之
山
町
▼

大
島
村

◎　　　日本一のリゾート地を目ざしてい

　　ます。もちろん皆さんと一体となっ

　　て進めなければなりません。

　　　親しまれ、愛されるリゾート地に

　　ふさわしい名称をお寄せください。

■名　称二十日町市・魚沼・東頸城地域の自

然・地理的イメージを生かした名称。

　（例えば、滋賀県「リゾートネックレス構

想」、徳島県「ヒューマン・リゾートとく

　しまの海と森構想」、三重県「三重サンベ

ルトゾーン」など）

■応募要件＝①「リゾート特定地域」の14市

町村に住所のある人です。

②1人いくつでもかまいません．

③ハガキ1枚に名称1点と、住所、氏名、

年齢、T　E　Lを記入してください。

■賞　品＝入選1点：2万円　佳作2点：各

5，000円（同名多数の場合は抽選とします）

■応募先＝11月20日㈹までに企画財政課企画

調整係（〒948十日町市千歳町3の3暦57－

3111内線223）へ。
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づくり懇談会』

　　に参加を

建設大臣　感謝状

美佐島地区

　
「
市
民
と
市
と
の
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
」
が
盛
況
に
進
ん
で

い
ま
す
。
各
地
区
で
、
リ
ゾ
ー

ト
構
想
に
高
い
関
心
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

参
加
し
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
積

極
的
な
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

．

鱒
　
　
　
青
年
△
諏
議
所

　
　
　
　
　
商
工
△
云
議
所

　
　
　
　
　
　
（
参
加
者
1
2
人
）

　
テ
ー
マ
「
2
1
世
紀
へ
の
ま
ち

　
づ
く
り
」

　
■
市
の
総
合
計
画
（
リ
ゾ
ー

ト
構
想
計
画
も
含
め
て
）
の
役

割
と
継
続
性

　
■
リ
ゾ
ー
ト
構
想
と
市
民
と

の
か
か
わ
り

　
■
文
化
の
創
造
と
特
徴
あ
る

総
合
公
園
は
じ
め
清
掃
奉
仕
を
1
7
年

　
　
　
　
　
　
宮
入
国
治
さ
ん
（
宮
下
町
東
・
84
歳
）

虞
蓼

響．

　
都
市
緑
化
・
都
市
公
園
保
全

美
化
運
動
の
功
労
者
と
し
て
建

設
大
臣
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
昭
和
四
十
六
年
か
ら
現
在
ま

で
の
十
七
年
間
に
わ
た
る
諏
訪

神
社
、
総
合
公
園
、
宮
本
公
園

の
ゴ
ミ
拾
い
や
草
取
り
な
ど
の

清
掃
奉
仕
の
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　
贈
呈
式
は
十
月
二
十
三
日
、

東
京
・
日
比
谷
公
会
堂
で
行
わ

れ
ま
し
た
が
体
調
の
都
合
で
上

京
で
き
ず
、
三
十
一
日
に
市
役

所
で
丸
山
市
長
か
ら
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

ま
ち
つ
く
り

鰯
罐
緯
枢
セ

　
　
　
　
ン
タ
ー
　
　
（
4
5
人
）

　
■
田
川
バ
イ
パ
ス
建
設
推
進

の
状
況

　
■
リ
ゾ
ー
ト
構
想
と
美
佐
島

地
域
の
開
発
計
画

　
■
弔
ヨ
ダ
ム
計
画

畷
　
新
座
地
区

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
　
（
5
0
人
）

　
■
道
路
、
流
雪
溝
（
屋
根
雪

処
理
も
含
め
て
）
、
下
水
道
の

整
備
計
画

　
■
リ
ゾ
ー
ト
構
想
と
都
市
づ

く
n
ノ

　
■
大
学
等
教
育
施
設
の
誘
致

勲七等　青色桐葉章

こ
れ
か
ら
の
日
程
－
ー

　
　
（
時
間
は
夜
7
時
～
9
時
）

　
▼
H
月
1
0
日
㈹
廿
大
井
田
地

区
（
大
井
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
）

　
▼
H
月
H
日
㈱
鯉
六
箇
地
区

（
羽
根
川
荘
）

　
▼
H
月
1
2
日
㈹
け
川
治
地
区

（
川
治
地
区
公
民
館
）

　
▼
H
月
1
3
日
㈹
1
1
中
条
地
区

（
中
条
地
区
公
民
館
）

　
▼
H
月
1
6
日
㈲
1
1
吉
田
地
区

（
吉
田
中
学
校
）

　
▼
に
月
3
日
㈹
1
1
十
日
町
の

東
側
（
飯
山
線
か
ら
東
側
）
地

区
（
市
民
会
館
）

　
▼
1
2
月
7
日
㈲
降
十
日
町
の

西
側
（
飯
山
線
か
ら
西
地
）
地

区
（
西
部
会
館
）

山
間
地
で
郵
便
集
配
業
務
を
37
年

　
　
　
　
　
　
　
小
海
佐
一
さ
ん
（
名
ヶ
山
・
6
6
歳
）

　
十
一
月
三
日
付
で
発
表
さ
れ

た
秋
の
叙
勲
で
、
勲
七
等
青
色

桐
葉
章
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
章
は
「
こ

の
道
一
筋
」
と
い
う
長
年
の
地

道
な
活
動
を
し
た
人
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
す
。

　
昭
和
二
十
六
年
か
ら
現
在
ま

で
の
三
十
七
年
間
に
わ
た
っ
て
、

千
手
郵
便
局
の
郵
便
集
配
人
と

し
て
鉢
、
中
手
、
中
平
、
名
ケ

山
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
県
内
の
叙
勲
受
章
者

は
九
十
六
人
で
す
。
受
章
式
は

十
一
月
二
十
四
日
、
皇
居
で
行

わ
れ
ま
す
。

県高校駅伝　十日町高校　男・女とも優勝

　11月1日、新発田市で「第38回県　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十日町高校男子

高校駅伝競走大会」　（42．195km、7　　　　　～　　　　　　　　　　　1’　　　　〉1区＝山岸博之さん（2年）〉

区間、参加43校）、　「第2回県高校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2区＝小林淳司さん（3年）〉3区

女子駅伝競走大会」　（21．0975km、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝窪田稔さん（3年）〉4区＝正野

5区間、参加17校）が開かれました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健一さん（3年）〉5区＝島田修一

　結果は、十日町高校男子が2時間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さん（3年）〉6区二近藤俊介さん

13分7秒（大会新）で5年ぶり5回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2年）〉7区＝山本秋彦さん（2

目、女子が1時間18分9秒（大会新）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年）

で2年連続で優勝しまし々。また十　　　　選手、応援団と喜びの記惹撮影　　　　十日町高校女子

日町実業高校も男子9位、女子10位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ1区二高橋真奈美さん（1年）

の活躍を見せました5　　　　　　　　　今回の十高男女優勝により、先に　　　〉2区二桑原弥生さん（2年）〉3

　優勝した十高男子チームは、11月　　　行われた郡市対抗駅伝大会の男女優　　　区＝高橋由香さん（3年）〉4区二

15日の北信越大会（福井）、12月20　　勝（10㌻に掲載してあります）と合　　小野塚聖さん（2年）〉5区＝轡田

日の全国大会（京都）に出場します。　　わせて、駅伝4冠制覇の達成です。　　　美和子さん（1年）

5とr♂∫．ガ3膨3昭和62年11月10日



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6藏

　10月9日、好天に恵まれた吉田・権現山山頂で「きのこ’

汁を味わう会」が開かれました。この会は吉田地区振興会、

同商工振興会等が昨年から始めたもので、市街地が一望で

きる山頂で権現山開発やまちづくりを話し合おうというも

のです。

　当日、山道などにひっそりとあった馬頭観世音石仏を集

めた供養祭も行われました。今年すでに地元で便所、展望

台を設置。これからも整備を進めていきます。頂上からの

景色はなかなかのものです。皆さんもお出かけください。話題にも開発の夢が広がります

讐郭欝購欝解撃馨篇襖響璽、纂1……耀
線の通学路を確保しよっとがんばっています・将来は15町　　　　　　ヲ　　r地区の活性化を目ざそう」木内会長ヵ

内（市民体育大会の区域割）のまとまりを目ざしています。

　10月31日「地域活性化の組織づくりとイベント」、11月

7日「地域活性化への実践と都市との交流」、15日「地域

活性化と商工業政策」、19日「十日町市、下条地区の活性

化の方向とリゾート」一下条地区はどうあるべきかをみ

んなで本気に考えようと、青・壮年を対象とした「地域づ

くり青年講座」が下条地区公民館で開かれています。

　下条中央公園の整備、特別養護老人ホーム「三好園」の

来春オープンと地区の姿が変わりつつある中、新たな地域

づくりのヒントを得ようと一人ひとりが勉強開始です。「まちのファンを増すこと」こんな話が（10月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　毒　　　　　　　　　　　　　　．灘嚢iii難　　　　華
ii

灘
燃

灘
輯＝　羅灘，，諜、

綿黙
一一1＝：一糊鞘醐轍鱒剛鱒脚＿議…一∵1騨懸轍融

卜
㌻
’

『
’
垂
～
ー
睾
藝
箋

　
「
六
十
歳
の
還
暦
を
祝
っ
て
ま
も
な

く
突
然
、
脳
卒
中
で
倒
れ
、
右
腕
の
き

き
が
悪
く
話
す
に
も
苦
労
し
ま
す
。
で

も
、
継
続
し
て
鍛
練
す
れ
ば
…
」
と
メ

ガ
ネ
の
奥
か
ら
輝
く
ば
か
り
の
笑
顔
が
。

　
楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
と
い
う
版
画

教
室
（
身
障
者
セ
ン
タ
ー
）
に
通
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
は
毎
日
、
笑
顔
で
始
ま
り
、

笑
顔
で
終
わ
る
一
日
。
も
ち
ろ
ん
、
参

加
さ
れ
る
人
は
不
自
由
な
人
た
ち
の
集

ま
り
で
す
。
指
導
に
当
た
る
重
野
桂
二

先
生
の
も
と
で
、
あ
く
ま
で
参
加
者
の

自
主
活
動
で
す
。

　
年
に
一
度
の
発
表
の
場
、
十
一
月
十

四
日
の
文
化
祭
を
間
近
に
ひ
か
え
て
現

在
、
版
画
の
仕
上
げ
に
奮
闘
中
。
そ
の

横
顔
に
は
、
楽
し
い
中
に
も
厳
し
い
表

情
が
伝
わ
り
ま
す
。

　
「
た
と
え
、
う
ま
く
な
か
ろ
う
が
、

私
に
と
っ
て
版
画
は
心
の
励
み
、
心
を

慈

鷺

鍵

若々しく

　　朗らかに

襲

林虎雄さ．ん（69歳）

（昭和町3費52－3074）

刻
む
結
晶
で
す
。
こ
の
ひ
と
と
き
を
大

切
に
創
造
性
の
あ
る
版
画
づ
く
り
を
目

ざ
し
た
い
」
と
朗
ら
か
に
。

　
今
ま
で
丹
精
込
め
て
作
っ
た
作
品
は
、

版
画
や
く
す
玉
な
ど
約
百
点
。
　
「
健
康

を
保
つ
た
め
、
新
聞
を
声
を
出
し
て
読
み

ま
す
。
朝
五
時
に
家
を
出
て
三
キ
。
を
暑

い
日
は
ゆ
っ
く
り
と
、
寒
く
な
る
と
早

め
に
歩
く
こ
と
が
と
て
も
気
分
が
い
い

で
す
」
と
散
歩
と
リ
ハ
ビ
リ
に
余
念
が

な
い
毎
日
。

　
「
世
の
中
に
は
不
自
由
な
人
た
ち
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
声
を
か
け
合
っ
て

自
信
を
も
ち
、
勇
気
を
も
っ
て
若
々
し

く
頑
張
り
た
い
で
す
ね
」
と
負
け
ん
気

の
強
そ
う
な
一
面
を
。
妻
の
ク
ラ
さ
ん

は
「
物
事
を
や
り
出
し
た
ら
最
後
ま
で

や
り
通
す
き
ち
ょ
う
め
ん
な
性
格
で
す
」

と
ち
ょ
っ
ぴ
り
ほ
め
て
い
ま
し
た
。
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みなさんと一緒につくるぺ一ジです。

楽しい話題や出来事、また「こんなことを取

り上げて」といったご意見など、何でもお寄

せください。

取材や写真撮影が必要なものは、連絡をいた

だければお伺いします。

連絡は一総務課文書広報係（暦57－3111内
線213、214）

欝灘㈱嚢

継
猛
・

下条菊の会⇔
連絡先：下条地区公民館

　　（智55－2004）

　
毎
年
秋
に
開
い
て
い
る
菊
花
展
が
、

会
員
が
春
か
ら
丹
念
に
育
て
て
き
た
菊

づ
く
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
す
。

今
年
も
地
区
公
民
館
の
文
化
祭
に
合
わ

せ
十
一
月
一
日
か
ら
三
日
間
開
催
し
ま

し
た
。

　
下
条
菊
の
会
（
村
山
繁
会
長
）
は
、

公
民
館
講
座
で
菊
づ
く
り
の
初
歩
か
ら

始
め
、
今
年
で
九
年
目
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
会
員
は
二
十
五
人
。
毎
月
一
回

は
集
ま
っ
て
、
菊
づ
く
り
の
情
報
交
換

と
会
の
運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
宅
で
現
地
講
習

会
を
し
た
り
、
先
進
地
で
あ
る
弥
彦
に

視
察
研
修
に
行
っ
た
り
し
て
、
技
術
の

向
上
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
り

　
「
菊
づ
く
り
の
面
白
み
は
、
丹
精
込

め
育
て
、
よ
う
や
く
色
づ
い
た
つ
ぼ
み

が
、
ど
の
よ
う
に
開
花
す
る
か
。
そ
の

期
待
感
で
す
ね
」
と
会
員
の
皆
さ
ん
。

　
今
年
の
菊
花
展
に
は
、
三
百
鉢
を
超

え
る
作
品
が
出
品
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

賞
を
競
い
ま
し
た
。
競
技
花
は
、
地
元

に
な
い
同
品
種
の
苗
を
四
月
に
一
本
づ

つ
会
員
に
配
付
し
、
育
で
た
も
の
で
す
。

　
「
菊
づ
く
り
は
、
自
分
の
家
で
す
き

な
時
に
や
れ
る
し
、
会
員
が
共
通
の
趣

味
を
と
お
し
て
親
ぼ
く
を
図
れ
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
長
く
続
け
て
行
き
た
い
」

と
皆
さ
ん
張
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。

今年も大輪の花を咲かせました

“
陸

　
淵

秋祭No210

つ
ね
に
、
み
ん
な
が
熱
い
思
い
で

「
土
市
泉
会
（
丸
山
和
猪
会
長
）

興畷1瓢参
■膨㏄
、0月の

L

　
泉
が
湧
き
出
る
が
ご
と
く

　
昭
和
五
十
一
年
三
月
、
　
「
地
区
振
興

と
発
展
に
寄
与
す
べ
く
努
力
し
、
思
想

信
条
の
自
由
を
守
り
、
連
帯
意
識
の
向

上
を
図
り
、
活
動
の
中
に
親
ぼ
く
を
深

　
け
ん
さ
ん

め
研
鐙
し
、
よ
り
よ
い
社
会
人
と
な
る

こ
と
」
を
目
的
と
し
、
泉
が
湧
き
出
る

が
ご
と
く
永
遠
に
続
く
こ
と
を
誓
っ
て

満
四
十
歳
末
満
の
青
年
社
会
人
士
十
三

人
で
発
足
し
ま
し
た
。

　
大
成
功
だ
っ
た
十
周
年
記
念
行
事

　
二
年
前
に
は
「
十
周
年
記
念
行
事
」

を
大
々
的
に
行
い
ま
し
た
。
一
年
が
か

り
の
話
し
合
い
の
末
、
　
「
十
年
誌
」
の

発
行
、
　
「
運
動
会
」
　
「
記
念
パ
ー
テ
ィ

ー
」
の
開
催
を
決
め
て
一
丸
と
な
っ
て

成
功
に
向
け
動
き
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
運
動
会
は
家
族
も
含
め

三
百
人
も
の
参
加
者
が
あ
り
、
笑
い
が

止
ま
ら
な
い
ほ
ど
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。
十
年
誌
は
先
輩
た
ち
の
協

　
4力

の
お
か
げ
で
百
パ
，
も
あ
る
立
派
な
記

念
誌
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
記
念
。
バ

ー
テ
ィ
は
現
役
・
O
B
を
交
え
、
思
い

出
を
語
る
者
、
未
来
を
語
る
者
あ
り
で

終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　
み
ん
な
の
熱
い
思
い
で
立
派
な
記
念

行
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
継
続
」
は
力
な
り

　
十
年
誌
に
他
地
区
か
ら
土
市
に
転
入

し
て
来
た
人
の
こ
ん
な
文
が
あ
り
ま
す
。

　
「
も
し
泉
会
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
ん

な
に
多
く
の
す
ば
ら
し
い
仲
間
と
の
出

会
い
は
あ
り
得
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
土
市
の
一
員
と
し
て
の
年
も
浅
く
、

若
輩
者
の
私
が
い
ろ
い
ろ
の
会
の
大
役

を
な
ん
と
か
務
め
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
、
泉
会
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
多
く

の
良
き
友
、
す
ば
ら
し
い
仲
間
の
絶
大

な
る
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
」
。

　
今
年
で
十
二
年
目
（
九
十
二
人
）
を

迎
え
、
地
域
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
会
に

成
長
し
て
き
ま
し
た
。
仕
事
、
家
庭
と

忙
し
い
年
ご
ろ
で
す
が
、
　
「
み
ん
な
に

愛
さ
れ
る
泉
会
」
を
目
ざ
し
て
二
十
周

年
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
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7を」目ざして健康づくりを進めてい

　国民健康保険運営協議会のメンバー岡

生課長にお話していただきました。

　「健康でやすらぎのある市民生活

ます。そこで「健康管理」をテーマに

村秀子さん（錦町2）と生越誠・保健衛

死
亡
原
因
の
七
〇
％
が

　
　
　
成
人
病
で
す

岡
村
　
保
健
衛
生
課
の
お
仕
事
は
細
く

分
類
す
れ
ば
数
限
り
が
な
い
と
思
い
ま

す
。
な
か
で
も
市
民
の
健
康
管
理
に
つ

い
て
ど
ん
な
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
か
。

そ
の
内
容
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

生
越
　
そ
う
で
す
ね
。
第
一
点
は
健
康

相
談
や
糖
尿
病
教
室
、
家
庭
訪
問
指
導

な
ど
を
行
い
、
健
康
に
対
す
る
知
識
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
第
二
点

は
疾
病
予
防
の
視
点
か
ら
各
種
住
民
検

診
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

岡
村
　
私
も
予
防
を
心
が
け
て
検
診
を

受
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
当
市
で

は
ど
ん
な
病
気
が
目
立
っ
て
い
ま
す
か
。

生
越
最
近
、
中
・
高
年
の
人
に
が
ん
、

脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
命
取
り
に
つ
な

が
る
成
人
病
が
増
え
て
い
ま
す
。
日
本

人
の
死
亡
原
因
の
約
七
〇
％
が
こ
れ
ら

の
成
人
病
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
が
、
つ
も
り

つ
も
っ
て
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
、
脳
卒

中
や
心
臓
病
な
ど
を
招
い
て
い
ま
す
ね
。

各
種
の
検
診
を

　
　
　
　
　
行
っ
て
い
ま
す

岡
村
　
が
ん
な
ど
の
成
人
病
を
予
防
す

る
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
が
大
切
で
す
か
。

生
越
　
市
で
は
、
成
人
病
を
予
防
す
る

た
め
に
三
十
五
歳
以
上
の
人
を
対
象
に

血
圧
、
検
尿
、
血
液
検
査
、
心
電
図
な

ど
の
検
診
を
進
め
、
そ
の
結
果
、
説
明

会
で
必
要
な
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

六
十
一
年
度
の
検
診
は
、
七
、
四
〇
〇

人
の
受
診
者
で
そ
の
う
ち
一
、
八
○
○

人
（
二
四
・
三
％
）
が
何
ら
か
の
病
気

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
糖
尿
病
検
診
は
二
六
〇
人
の

受
診
者
の
う
ち
六
〇
人
（
二
三
％
）
が

糖
尿
病
の
疑
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
糖

尿
病
は
”
合
併
症
の
疾
患
”
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
他
の
病
気
を
誘
発
す
る
原
因

に
な
り
ま
す
。

誠課長生越

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ヤ
つ
そ
く

岡
村
　
眼
底
出
血
や
心
筋
梗
塞
を
引
き

起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。
死

亡
率
の
高
い
が
ん
の
状
況
は
。

生
越
　
が
ん
は
、
初
期
に
症
状
が
な
い

の
が
大
き
な
特
徴
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
に
胃
が
ん
、

子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
、
肺
が
ん
な
ど
の

検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
①
胃
が
ん
は

四
十
歳
以
上
の
希
望
者
を
対
象
に
。
昨

年
は
二
、
〇
六
〇
人
の
う
ち
三
九
〇
人

（
一
八
・
九
％
）
の
人
が
精
密
検
査
が

必
要
な
人
で
し
た
。
②
子
宮
が
ん
は
三

十
歳
以
上
の
希
望
者
を
対
象
に
。
受
診

者
二
、
五
〇
〇
人
の
う
ち
三
〇
〇
人
（
一

二
％
）
の
人
が
精
密
検
査
が
必
要
な
人

で
し
た
。
③
乳
が
ん
は
今
年
初
め
て
の

事
業
で
四
十
歳
か
ら
四
十
五
歳
を
対
象

に
行
っ
て
い
ま
す
．
④
肺
が
ん
は
五
十

歳
以
上
の
希
望
者
に
。
受
診
者
二
五
五

人
の
う
ち
一
人
（
○
・
四
％
）
が
精
密

検
査
が
必
要
で
し
た
。

人
間
ド
ツ
ク
は
健
康
を

　
　
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す

岡
村
　
結
構
、
精
密
検
査
が
必
要
な
人

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
症
状
が
出

て
か
ら
で
は
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
住
民
検
診
な
ど
定
期
的
に
受
け
る
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
ね
。

　
先
日
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

の
皆
さ
ん
と
真
岡
市
（
栃
木
県
）
な
ど

視
察
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ね
ら
い
で
”
人

間
ド
ッ
ク
”
に
助
成
し
て
い
ま
す
け
ど
。

生
越
　
当
市
も
四
十
・
四
十
五
・
五
十

歳
の
希
望
者
（
国
保
加
入
者
）
を
対
象

に
七
割
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
予
防
と
健
康
づ
く
り
の
時
代
で

す
。
自
分
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
意

味
で
大
い
に
人
間
ド
ッ
ク
を
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
観
を
も
つ
こ
と
が

　
　
健
康
づ
く
り
で
す

岡
村
　
　
”
例
え
ば
健
康
家
族
へ
の
表
彰
”

な
ど
は
一
つ
の
励
み
と
な
る
の
で
は
。

生
越
　
”
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
”

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
実

施
し
た
い
で
す
ね
。

岡
村
　
健
康
の
問
題
が
、
今
日
ほ
ど
広

い
関
心
を
集
め
て
い
る
時
代
は
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。
テ
レ
ビ
、
新
聞
で
も
健

康
に
関
す
る
報
道
や
記
事
が
見
ら
れ
な

い
日
は
な
く
、
健
康
づ
く
り
の
重
要
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
越
　
厚
生
省
で
は
、
五
十
三
年
に
「
健

康
づ
く
り
運
動
」
を
始
め
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
治
療
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た

も
の
を
成
人
病
な
ど
に
着
眼
し
、
そ
の

予
防
や
リ
ハ
ビ
リ
に
ウ
ェ
ィ
ト
を
置
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
も
五
十
四
年
か
ら
「
健
康
づ
く
り

の
集
い
」
を
行
い
、
講
演
会
や
パ
ネ
ル

展
な
ど
の
催
し
を
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
十
二
月
五
・
六
日
の
克
雪
フ
ェ
ア
に

合
わ
せ
て
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
を
進
め

て
い
ま
す
。

岡
村
　
健
康
管
理
は
検
診
を
受
け
て
予

防
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
適
度
な
運
動

も
必
要
に
な
り
ま
す
ね
。

岡村秀子さん

生
越
　
あ
る
大
学
の
教
授
が
、
　
「
ジ
ョ
、

ギ
ン
グ
や
水
泳
な
ど
を
一
日
十
五
分
か

ら
三
十
分
ほ
ど
、
段
階
的
に
運
動
量
を

増
す
こ
と
が
…
…
」
効
果
的
だ
と
お
話

し
て
い
ま
し
た
。
岡
村
さ
ん
の
お
話
に

も
あ
り
ま
し
た
が
、
確
か
に
情
報
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。
よ
い
情
報
、
悪
い
情

報
を
見
き
わ
め
る
力
が
要
求
さ
れ
、
自

分
な
り
の
健
康
観
を
も
っ
て
自
分
に
合

っ
た
方
法
で
健
康
管
理
す
る
こ
と
で
す
ね
。

　
高
齢
化
社
会
に
備
え
て
明
る
い
十
日

町
を
つ
く
る
た
め
に
住
民
検
診
を
受
け

て
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
、
皆
さ
ん

か
ら
努
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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柔
か
い
身
を
保
つ
こ
と
が

う
ま
さ
の
秘
訣

一8一

　　材料（4人分）

●いわし……4匹

●カタクリ粉……少々

●揚げ油……適宜

●大根おろし……少々

　＊たれ＊

●しょうゆ……大さじ4

●みりん……小さじ2～3

●ネギ…1本●酒…大さじ2

●酢…少々●砂糖…大さじ2

ん
）

さ
歳
9

子
4
9
8

　
　
　
　
ロ

敏
木
ぞ

　
　
　
7

田
　
　
5

　
轟
暦

池
（

　
さ
っ
ぱ
り
し
て
と
て
も
お
い
し
い
と

思
い
ま
す
。
材
料
さ
え
そ
ろ
え
ば
、
三

十
分
で
出
来
ま
す
。
あ
な
た
も
挑
戦
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
作
り
方

①
た
れ
は
、
小
鍋
に
し
ょ
う
ゆ
、
み
り

ん
、
酒
、
砂
糖
を
入
れ
ま
す
。
砂
糖
が

溶
け
る
程
度
に
火
に
か
け
、
お
ろ
し
て

酢
を
注
ぎ
、
刻
ん
だ
ネ
ギ
を
加
え
ま
す
。

②
い
わ
し
は
、
頭
と
は
ら
わ
た
を
取
り

1

除
い
て
水
で
洗
い
流
し
ま
す
。

③
②
に
カ
タ
ク
リ
粉
を
ま
ぶ
し
て
か
ら

油
を
中
火
に
し
、
少
し
焦
げ
め
が
つ
く

ま
で
揚
げ
ま
す
。

④
器
に
③
を
盛
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
用

意
し
た
た
れ
を
か
け
ま
す
。

⑤
最
後
に
大
根
お
ろ
し
を
添
え
て
出
来

上
が
り
で
す
。

コ
ツ
◆
い
わ
し
を
揚
げ
る
時
は
、
強
火

に
し
な
い
。

　　　　　おさむ
風間　治く．（3歳）

　幸夫・和子さん長男
　　　　（長里）

　マシンロボ，マスクマン，仮面ライダー……み

んな友だちだよ。誕生臼（10目16日）のプレゼン

トは感聖闘士星矢＼＼。僕ほしかったんだ。

⑳保育所山高

騰灘

へ
■

」彦くん．（6歳）野上

迷路大好き。タコとイカの迷路だよ。脱出できるかな。

巌嚢麟懸

真霜一美ちゃん（4歳）

絵＼とっても楽しいね。大好物のケーキ。おいしそう。

」
甲
　
。

串ヤン」竃スだより

　　　Vol．8

下条中学校
応

z

前進

生徒会スローガン…・・1

　活気、協力、

…
晶
校
舎
に
向
か
つ
て
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
校
門
で
、
「
朝
は
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
帰
る
時
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

　
　…

た
」
と
い
う
気
持
ち
を
礼
で
表
わ
し
て

㎜
い
ま
す
。
先
輩
か
ら
受
け
継
い
で
き
て
、

…
十
八
年
間
も
続
い
て
い
る
伝
統
で
す
。

…
晶
郷
土
に
学
ぶ
活
動

　
地
域
の
文
化
や
伝
統
を
学
ん
だ
り
、

…
住
民
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
る
活
動
に

…
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年

…
も
体
育
祭
で
、
　
「
新
保
広
大
寺
棒
踊
り
」

…
を
全
員
で
踊
り
好
評
で
し
た
。

伝統の「新保広大寺棒踊り」

晶
生
徒
会
活
動

　
向
が
原
生
徒
会
の
企
画
・
実
践
は
、

年
々
積
極
的
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

．あ叢校内水泳大会の

　新種目「女子騎馬戦」

全員参加の校内少年の主張大会

へ轍。ヘー，禰』へ轍へ輪Lへ轍．へ轍．へ！撤．へ轍．へ輪．へ！

嫌

晶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
中
峰
ス
キ
ー
場
の
下
草
刈
り
や
神
社
、
㎜

寺
の
草
取
り
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
…

に
は
、
地
域
の
人
の
思
い
や
り
に
感
謝
…

し
な
が
ら
、
全
員
で
汗
を
流
し
ま
す
。中峰スキー場の下草刈り

．
　
◎
f

9とおガ夢3昭和62年11月10日
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市役所 盈57－3111 （〒948千歳町3－3）

（敬称略）

　特別養護老人ホーム「三好園」建

設運営資金（／0目26日受け付け分ま

で）二累計273町内＼／／団体＼38／法

人、7／個人から2，084万9，357円

■団体　十日町市農協福祉会館職貝

一同（5万円）

■法人　十日町地区＝N　T　T十日町

電報電話局、㈱蕪木紋紙工業所、㈲

山岸建築設計事務所、㈲するがや清

掃、㈲樋熊製作所、㈲文よし、㈲佐

野写真館、㈱桂屋商店、㈲佐藤教材

店、㈲佐藤電気商会、㈱マツダ電子

産業、高橋撚糸㈱、㈲小川清商店、

㈲八田食品店

六箇地区＝㈲モエン

川治地区二㈲上徳工務店

下条地区一大星工業㈱、㈲双葉チェ

ーン商会、㈲山田組、㈲宮新織工場

■個人　大渕新聞店（下条栄町・1

万円）大渕石油（下条栄町・5，000

円）大渕工業（桑原・1万円）亀屋

輪店（下条中央通り・1万円）丸山

薬店（下条中央通り・5，000円）喜

利屋新聞店（下条中央通り・5，000

円）チャーム美容院（下条中央通り・

55，000円）村山コンクリート工業

（為永・5，000円）竹野屋商店（下

条中央通り・5万円）朝日屋（下条

本町・5，000円）生越食堂（下条本

町・5，000円）みどり美容室（下条

本町・5，000円）石橋豆工食品（下

条本町・5，000円）福田屋製菓舗（下

条本町・5，000円）山喜支店（下条

本町・5，000円）魚常会館（下条本

町・5，000円）※お名前は8月25日

受け付け分まで

　社会福祉事業へ二老人ホーム妻有

荘（2，000円）岡村建治（1，000円）

土市朝日老人クラブ（3，300円）関

正㈱（1，000円）㈱植木組十日町営

業所所長・篠崎義男、同豊親会会長・

長谷川吉二（5，300円）林（山本町・

15，595円）高橋秀雄（城之古・5万

円…香典返し）

　つつじ工房へ二演親会（1万円）

　交通遺児等援助基金＝関口潔（加

賀糸屋町・27，400円…廃品回収ほか）

十日町高校定時制（72，530円…チャ

リティーバザー売上金）

　博物館へ（各種資料）二酒井淳治

（吉田山谷）樋口健一（上町）小川

秀政（高田町4）田口節子（本町2）

杉本道（中条旭町）徳永重朗（中村）

金子八重（袋町東）酒井トウ（吉田

山谷）渡辺ケン（吉田山谷）俵山利

久（ニツ屋）柳ミサオ（吉田山谷）

春日藤太郎（吉田山谷）柳正義（吉

田山谷）柳春好（吉田山谷）酒井ハ

ルイ　（吉田山谷）保坂ナホ（本町6

－3）柳米蔵（吉田山谷）金沢秀一

（峠）岩田新一（上町）岡村フジイ

（大黒沢2）須藤剛浩（峠）上村政

基（川西町）樋口辰市（上町）井口

勉治（大黒沢2）野上文由（高島2）

井口正信（大黒沢1）玉垣好（下川

原町）佐藤正直（南新田町2）宮沢

要吉（高田町5）遠田春三（川治上

町）根津史郎（本町4）林業試験場

十日町試験地、飛渡第二小学校

庭態魅聾魅《◎民環⊆コ轡　　　　体育課　　総合体育館内智52－4377

第40回新潟県縦断
郡市対抗駅伝競争大会

　新井・新潟間200．7km（16区間）

一10月24・25日の両日、28チーム

が参加し争われ、2日間通算10時間

39分34秒で、2位新潟チームに4分

13秒の大差をつけ2連覇を果しまし

た。

　高校生、大学生、一般と一人ひと

りが持ち味を発揮し、1日目（新井・

長岡間92．1km4時間54分47秒）、2

日目（長岡・新潟間108．6km5時間

44分47秒、大会新）とも堂々1位の

完全優勝です。

■1日目出場選手（敬称略）

　1区＝山岸博之（十日町高2年）

／
顔
！

云
女
覇

馴
鼻
痺

県
　
2

　2区二島田修一（十日町高3年）

　3区＝太島　誠（新潟大2年）

　4区二太田篤宣（トキワ塗装）

　5区＝小林俊久（順天堂大1年）

　6区二田川量一（東京農大1年）

　7区二山田久（消防署）

　8区＝品川達平（十日町高教諭）

■2日目出場選手

　9区＝二瓶昭夫（上越教育大2年）

10区＝小林俊久

11区＝正野健一（十日町高3年）

12区二井川純宏（市役所）

13区；山本秋彦（十日町高2年）

14区＝太田篤宣

15区一太島　誠

16区二窪田　稔（十日町高3年）

　　灘垂灘萎　無
　　　　　　　　霧

スバルカップ’87

新潟県郡市対抗女子駅伝

新潟市内20．5km（5区間）一10

月4日、オープン参加の中国を含む

31チームが参加し争われ、1時間13

分57秒の大会新記録で2連覇を飾り

ました。

　選手5人がいずれも安定した走『）

を見せ、昨年の記録を1分44秒も上

回る好タイムでの優勝です。

■出場選手（敬称略）

　1区二山内京子（十日町中3年）

　2区二高橋真奈美（十日町高1年）

　3区＝小野塚聖（十日町高2年）

　4区＝轡田美和子（十日町高1年）

　5区＝高橋由香（十日町高3年）

網月の体育施設
　無料關放日は28蘭㈹灘事

　／／月から来年3月までは「総合体育館」　「市民体育

館」「武道館」が開放施設になります。

ユ0
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衛生施設組合から（a52－3924）一

くみ取りは早めに
　降雪前は、くみ取りが大変に込み

合います。この時期は特に計画収集

をしますので早めに申し込んでくだ

さい。

　また、下水道工事等でトイレを改

造するときは工事前にくみ取りが必

要です。工事日時を決める際はくみ

取り業者にも相談してください。

■㈲するがや清掃社　盈52－2018

■津南清掃社盈52－3707
■下条清掃社費55－2046
■川西清掃社盈68－3155

固團　　保険料を滞納しつづけると…

　　圏園　　国保保険証を返していただきます

　国民健康保険法が改正されました。この改正により

　①保険料を滞納しつづけている世帯は、被保険者証（保険証）の交付が

受けられなかったり、または保険証を返していただくことになります。

　そうなるとお医者さんの窓口で、いったん全額現金払いをしなければな

りません。

　②保険料を滞納している世帯は、まず税務課管理収納係（内線114～116）

へ納付について相談をしてください。災害など法律で定められた特別の事

情があった場合は、分割などで納付しながら保険証が交付されます。

　③保険証を返していただいた世帯には、「被保険者資格証明書」をお渡

ししますが、受診したときはいったん全額現金払いとなります。

内容は秘密、無料です一

　　精神衛生相談

　っぎのような悩みをお持ちの方は

お気軽にお出かけください。代理の

方でもかまいません。

　①ノイローゼ気味で眠れない②仕

事をしなくなり、人に会うのをいや

がる③他人のことや、ささいもない

ことが気になる④乱暴になる。学校

にイテカ・なくなる。

■日　時二11月24日（火）

　　　　　午後1時半～3時
■会　場＝十日町保健所

■担当＝江口医師（中条病院）

■問い合わせ；十日町保健所（盈57

－2400）か保健衛生課保健衛生係

（内線智138、139）へ。

みなさんも『障害者福祉のっどい』へどうぞ

　講演と映画の夕べ
■日　程＝・11月26日休）

　　　　　午後7時～9時

■会場＝クロス10

■講演二「福祉の心」　花積正夫

先生（元コロニー白岩の里所長）

■映画＝「たくさんの愛をありが

とう」

福祉機器・用具の展示会

■日　時二11月27日㈹午後1時～5

時／28日（十）午前9時～午後4時

■会　場二保健センター

■展示用具＝障害者用の日常生活用

具、福祉機器、補装具など

冬期間駐車ご利用ください一

「クロス10』駐車場

■期問二12月10日㈲～昭和63年3
月20日（日）まで（63年2月12・13・14

日の金・土・日は雪まつり開催のた

めに除く）

■料　金＝2万円（前納）

■台　数＝100台（申し込み順）

■申し込み＝クロス10（盈57－2323）

へo

『クロス10』休館します

　11月16日（月）、17日（火）と職員研修の

ため、クロス10は休館となります。

ご協力ください。

一日特許相談会
　十日町発明協会設立30周年記念事

業として「一日特許相談会」を開き

ます。特許に関することは何でもご

相談ください。無料です。

■日　時二11月24日（幻

　　　　　午前10時～午後2時

■会場ニクロス10

■相談員＝吉井昭栄弁理士

　　　　牛木護弁理士
■申し込み二希望者は十日町商工会

議所（奮57－5111）へ。相談時間は

1人20分間ぐらザ・です。

　11月15日（日）午後2時で閉園一

　　下条中央公園

　今年は10月末までにミニゴルフ場、

ローラースケート場、キャンプ場を

約8，000人の皆さんからご利用いた

だきました。ロッジ中峰（費55－27

46）は冬期間も開いています。

ぜ作業停電
東北電力㈱十日町営業所奮52－3107

●11月27日㈹午前9時～11時半◆西

本町1・2、稲荷町西の各一部

ヂ㎜㎜胤露國㎜窃照㎜㎜錦”㎜㎜㎜㎜賜顕㎜㎜｝勲”㎜㎜㎜脳㎜㎜朋㎜z㎜脚”脚郷窪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　墨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ11月交通安全キャンペーン（亟）交通事故発生状況（）内6咋

夜間の交通事故に気をつけよう

1　　夕暮れから夜間にかけて大きな
…
1　事故が起きています。

　①とくにスピードはひかえる。

　②運転者からよく見えるように、

　反射シールを使ってみましょう。
L＿脳＿一㎜＿＿
N

市町村名 発生件数 負傷者数 死者数

十B町市 22（15） 22（15） 0（0）

川西町 4（3） 4（3） 0（O）

津南町 0（1） 0（1） 0（1）

中里村 2（4） 2（4） O（0）

小　　計 28（23） 28（23） 0（0）

累　　計 141（146） 168（181） 2（4）

ミ

｛

…
題劇＿郷脚一＿櫛脳劉㎜ゴ

ユユ　　とお．ガ♂F3　　昭和62年11月10日 12月の

　3歳児健診

■日時二12月／日（火）午後／時～2時■会場二保健センター

■対象二昭和59年6目生まれの幼児
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　市史編さん室　⑳⑧

贋
彰
阜
．

．
4
で
～

・
ツ
ぞ
静
．

　　　　　　　　『￥＿』“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一～　、1ン

芭蕉の句碑（2）長泉寺

　
市
営
野
球
場
・
陸
上
競
技
場
の
手
前

長
泉
寺
の
境
内
、
地
蔵
様
と
並
ん
で
一

段
低
く
そ
れ
は
あ
る
。
石
碑
の
裏
面
に

は
”
天
保
十
四
年
癸
卯
秋
七
月
”
と
建

立
年
月
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
天
保
十
四

年
は
、
元
禄
七
年
に
俳
聖
芭
蕉
翁
が
没

せ
ら
れ
て
か
ら
百
五
十
年
目
に
当
た
る
。

碑
面
の
刻
句
は
、

　
卯
の
は
な
や
く
ら
き
柳
の
及
こ
し

と
あ
る
。
句
意
は
、
垣
根
に
咲
い
た
白

い
卯
の
花
と
対
象
的
に
暗
い
ま
で
に
濃

い
緑
の
柳
の
茂
み
が
、
及
び
腰
の
よ
う「卯のはなやくらき柳の及こし」

に
枝
を
垂
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
と

い
う
程
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
句
は

蕉
翁
が
亡
く
な
る
前
年
、
元
禄
六
年
に

連
句
を
巻
い
た
と
き
の
蕉
翁
の
発
句
で

あ
り
、
芭
蕉
俳
譜
七
部
集
の
一
つ
「
炭

俵
」
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

　
誰
の
手
に
よ
る
も
の
か
記
載
は
な
い
。

そ
の
当
時
、
中
条
に
は
北
越
俳
壇
で
見

附
の
茶
山
と
な
ら
ん
で
二
大
宗
匠
と
称

さ
れ
た
妻
有
俳
界
き
っ
て
の
大
立
者
小

　
ら
さ
い

杉
薙
斎
が
い
る
。
薙
斎
が
主
宰
し
て
い

た
妻
有
吟
社
に
は
近
隣
の
村
々
か
ら
も

参
加
が
あ
り
、
そ
の
門
下
に
は
幕
末
の

妻
有
俳
壇
を
代
表
す
る
宗
匠
級
の
人
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ど
う

が
集
ま
っ
て
い
た
。
中
条
に
は
葭
堂
（
岡

　
　
　
　
　
か
く
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
い

田
寛
蔵
）
・
鶴
泉
（
田
村
謙
助
）
・
梅

は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ゅ
う
は

城
（
塩
川
要
太
郎
）
・
柳
披
（
和
田
藤

　
　
　
ほ
う
け
い

八
）
・
芳
畦
（
大
熊
長
五
郎
）
ら
が
お

り
、
大
川
を
へ
だ
て
た
川
西
に
も
龍
昇

・
克
明
ら
が
い
る
。
ち
な
み
に
、
龍
昇

は
俊
女
と
共
に
数
少
な
い
お
し
ど
り
俳

人
と
し
て
の
名
も
高
く
、
川
西
唯
一
の

芭
蕉
句
碑
を
建
て
、

　
道
の
辺
の
木
僅
は
馬
に
喰
れ
け
り

の
句
を
刻
ん
で
い
る
。

　
長
泉
寺
境
内
の
句
碑
は
、
お
そ
ら
く

妻
有
吟
社
社
中
の
建
立
に
よ
る
も
の
と

し
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

　
句
碑
は
、
小
六
月
の
陽
光
を
心
地
よ

く
浴
び
、
人
待
ち
顔
に
葉
つ
つ
じ
の
茂

み
の
中
に
た
た
ず
ん
で
い
た
。
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県
縦
断
駅
伝
で
二
連
覇
し
た

　
　
十
日
町
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス

　
　
　
　
太
田
篤
宣
さ
ん

　
　
　
　
　
（
四
日
町
新
田
3
・
2
2
歳
）

　
十
月
一
一
十
四
、
二
十
五
日
に
行
わ
れ

た
「
県
縦
断
郡
市
対
抗
駅
伝
」
で
、
初

日
1
4
・
3
キ
ロ
、
二
日
目
1
7
・
4
キ
ロ

を
好
タ
イ
ム
で
走
り
、
優
勝
の
原
動
力

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
高
校
生
が
よ
く
走
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
初
日
は
追
わ
れ
る
立
場
な
の
で
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
が
。
二
日
目
は
追
い
か
け

る
側
で
し
た
が
前
日
の
オ
ー
バ
ー
ぺ
ー

ス
が
た
た
り
、
腹
痛
が
起
こ
り
大
変
で

し
た
」
と
今
大
会
の
感
想
を
。

　
陸
上
競
技
を
小
学
校
か
ら
始
め
、
中

学
校
時
代
に
は
全
国
中
学
校
陸
上
競
技

大
会
に
出
場
。
以
来
、
中
距
離
選
手
と

難

し
て
数
々
の
大
会
で
活
躍
。
こ
の
縦
断

駅
伝
に
は
高
校
一
年
生
の
時
か
ら
連
続

八
回
出
場
し
て
い
ま
す
。

　
「
と
に
か
く
駅
伝
が
好
き
で
す
。
大

勢
で
一
本
の
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
い
く

こ
と
は
一
つ
の
ド
ラ
マ
で
あ
り
、
個
人

競
技
に
な
い
お
も
し
ろ
味
が
あ
り
ま
す
」
。

　
練
習
は
仕
事
の
あ
と
毎
日
3
0
キ
ロ
近

く
走
り
ま
す
。
健
康
管
理
の
た
め
禁
煙
、

ア
ル
コ
ー
ル
類
は
ビ
ー
ル
一
本
と
か
。

　
家
族
は
、
か
つ
て
は
長
距
離
選
手
だ

っ
た
自
営
業
（
塗
装
業
）
の
父
と
母
の

三
人
暮
ら
し
。
小
学
校
教
員
の
兄
と
二

人
兄
弟
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
係
1
4

　
　
　
　
　
　
　
畠
麟
　
　
　
報
卸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
2
1

　
　
　
　
　
　
涯
　
一
綴

　
　
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
課
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
務
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●
総
智

　
公
民
館
が
十
一
月
五
日
、
東
京
・
国

立
教
育
会
館
で
、
優
良
公
民
館
と
し
て

文
部
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
昭
和

四
十
一
年
、
五
十
三
年
に
つ
づ
く
全
国

で
も
ま
れ
な
三
回
目
の
受
賞
で
す
。

　
ま
た
七
日
に
は
、
公
民
館
設
置
四
十

周
年
記
念
式
典
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
受

章
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
公
民
館
に
と
っ

て
は
あ
わ
た
だ
し
い
中
に
も
う
れ
し
い

十
一
月
上
旬
で
し
た
。

　
本
館
、
地
区
館
に
は
多
く
の
人
た
ち

が
集
ま
り
、
施
設
を
有
効
に
利
用
し
な

が
ら
盛
ん
に
学
習
や
趣
味
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち
の
気
軽
な

学
習
の
場
で
す
．
市
報
1
2
月
1
0
目
万
で
、

”
公
民
館
四
十
年
の
歩
み
”
を
ふ
り
返

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
●
●
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●
●
●
●
●
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●
●
●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
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と砺ま妙自然

ノムシ⑧
、
、
、

　　　　　　　　　　　ミノムシは、ミノガ、オオミノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が

ガ、ネグロミノガなどの蛾の幼虫

です。幼虫はこの中で冬越しをし

ます。

　ミノムシの幼虫は、サクラ、ウ

メ、カキなどの木の葉を食べて成

長します。どの種類も、夏が過ぎ

るころには、ミノの表面に枯れ枝

や枯れ葉をまとって、冬越しの準

備をします。ちょっと見ると、枯

れ枝のかたまりがぶらさがってい

るようですが、手にとってみると、

まるで枯れ枝で作られた民芸品の

ようです。

難
瓢
．

ユ2人ロのう電繕
10月31日現在
住民基本台帳

人口47，646人（前月比＋5）男23，386人（＋7）女24，260人（一2）世帯数12，355（＋5）




